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都
市
観
光

第3
　
に
ぎ
わ
い
の
創
出
・
魅
力
発
信
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
認
知
度
を
高
め
、
観
光
客

の
訪
れ
を
促
進
し
ま
す
。

❶
観
光
資
源
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出

◦
観
光
資
源
の
回
遊
性
向
上

　
観
光
資
源
の
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
、

域
内
の
周
遊
・
来
訪
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

❷
み
た
か
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・
推
進

◦
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

　
観
光
情
報
を
一
覧
化
し
た
特
設
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
情

報
発
信
を
通
し
て
、
三
鷹
の
魅
力
向
上
を
図
り

ま
す
。

都
市
再
生

第1
　
「“
百
年
の
森
〟構
想
」の
実
現
に
向
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❶
地
域
特
性
が
生
き
る
ま
ち
の
拠
点
の
整
備

◦
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
の
推
進

　
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る“
子

ど
も
の
森
”を

コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
三
鷹
駅
南

口
中
央
通
り
東

地
区
再
開
発
事

業（
約
1.5
ha)

を

中
心
に
、
緑
あ

ふ
れ
る
安
全
で

快
適
な
都
市
空

間
の
創
出
や
災

害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

◦
国
立
天
文
台
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
天
文
台
の
森
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
新
た
な
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

態
の
見
直
し
を
検
討
、
実
施
し
ま
す
。

❸
交
通
安
全
対
策
の
推
進

◦
自
転
車
事
故
の
防
止

　
警
察
関
係
機
関
や
交
通
安
全
対
策
地
区
委
員

会
と
連
携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
や
マ
ナ
ー

向
上
に
向
け
た
啓
発
・
指
導
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
自
転
車
講
習
会
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
の

実
施
・
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

緑
と
公
園

第5
　
緑
地
や
農
地
な
ど
の
保
全
対
策
や
緑
化
助
成

な
ど
を
推
進
し
、
防
災
機
能
を
備
え
つ
つ
、
緑

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
公
園
都
市
を
形
成
し

ま
す
。

❶
緑
と
三
鷹
の
原
風
景
の
保
全

◦
ふ
れ
あ
い
の
里
の
保
全

　
大
沢
の
里
、
牟
礼
の
里
、
丸
池
の
里
の
豊
か

な
地
域
資
源
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。
牟
礼
の
里
は
、
市
民
と
農
業
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
の
創
出
と
、
牟
礼
の
里
公
園
か
ら
玉
川

上
水
ま
で
の
連
続
し
た
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

❷
緑
の
ま
ち
の
創
出

◦「“
百
年
の
森
”構
想
」の
実
現

　
三
鷹
駅
前
地
区
か
ら
市
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
緑
地
・
里
・
樹
林
・
農
地
を
緑
で
つ
な
ぎ
、

市
全
体
を「
緑
の
ま
ち
」に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

❸
安
全
で
安
心
な
魅
力
の
あ
る
公
園
再
生

◦
特
色
の
あ
る
公
園
づ
く
り

　
多
世
代
が
利
用
で
き
る
機
能
を
備
え
た
公
園

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
特
色
の
あ
る
公
園
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◦
市
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
の
維
持
管
理

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
市
民
ら
と
の
協

働
に
よ
る
公
園
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

防
犯

第1
　
防
犯
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

進
め
ま
す
。
地
域
の
共
有
地「
お
お
さ
わ
コ
モ

ン
ズ
」の
創
出
に
向
け
て
、「
土
地
利
用
整
備
計

画（
仮
称
）」の
策
定
や
施
設
、
道
路
な
ど
の
設

計
に
取
り
組
み
ま
す
。

❷
公
有
地
を
有
効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

◦
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
活
用
の
推
進

　
災
害
時
に
は
一
時
避
難
場
所
と
な
る
恒
久
的

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
市
内
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
の
医
療
機
関
の
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。道

路

第2
　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
、
自
転
車
走
行
空
間
や
歩
行
空
間

の
確
保
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備

◦
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
で
進
め
る
み
ち
づ
く
り

　
東
京
外
か
く
環
状
道
路
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
周
辺
や

東
八
道
路
な
ど
に
お
い
て
沿
道
の
用
途
地
域
の

見
直
し
や
地
区
計
画
な
ど
の
指
定
に
取
り
組
む

な
ど
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
と
み
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

❷
主
要
生
活
道
路
等
の
整
備

◦
牟
礼
地
区
生
活
道
路
緊
急
安
全
対
策
の
実
施

　
歩
行
者
な
ど
の
安
全
性
が
懸
念
さ
れ
る
牟
礼
地

区
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

❸
橋
梁
の
再
生
・
整
備

◦
宮
下
橋
の
架
け
替
え

　
令
和
8
年
度
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
架
け
替

え
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
保
し
ま
す
。

❹
安
全
安
心
な
道
路
環
境
の
構
築

◦
自
転
車
交
通
環
境
の
整
備

　
幹
線
道
路
に
お
け
る
自
転
車
走
行
空
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
合
わ
せ
、
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク

や
通
行
帯
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
み
ち
づ
く
り
の
推
進

　

全
て
の
人
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

住
環
境

第3
　
土
地
利
用
制
度
を
活
用
し
、
都
市
環
境
を
緑

豊
か
で
良
好
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
安
心

で
き
る
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❶
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

防
犯
に
対
す
る
注
意
喚
起
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
防
犯
活
動
の
拡
充

◦
市
民
参
加
に
よ
る
防
犯
活
動
の
推
進

　
子
ど
も
の
見
守
り
や
、
空
き
巣
な
ど
日
常
生

活
の
犯
罪
予
防
を
推
進
し
ま
す
。
安
全
安
心
・

市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
拡
充
や
市
内
事

業
者
に
よ
る
見
守
り
協
力
体
制
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、

顔
が
見
え
る
関
係
性
を
構
築
し
ま
す
。

❷
犯
罪
抑
止
策
の
推
進

◦
自
動
通
話
録
音
機
の
貸
与

　
主
に
高
齢
者
が
居
住
す
る
世
帯
を
対
象
に
貸

し
出
し
、
特
殊
詐
欺
や
消
費
者
被
害
な
ど
の
防

止
を
図
り
ま
す
。

防
災

第2
　
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
活
動
団
体
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
危
機
管
理
体
制
や
防
災
拠

点
機
能
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

❶
防
災
都
市
づ
く
り
の
推
進

◦
災
害
に
強
い
基
盤
整
備
の
推
進

　
『
東
京
都
建
築
安
全
条
例
』に
よ
る
新
た
な
防

火
規
制
の
指
定
や（
仮
称
）防
災
区
画
道
路
の
拡

幅
整
備
を
誘
導
す
る
地
区
計
画
の
指
定
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
井
の
頭
地
域
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
ま
す
。

❷
地
域
の
防
災
力
の
強
化

◦
M
i
t
a
k
a
み
ん
な
の
防
災
と
の
連
携
強
化

　
自
助
と
共
助
の
防
災
力
向
上
や
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
・
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

◦
持
続
可
能
な
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
の
誘
導
や

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、「
立

地
適
正
化
計
画
」を
策
定
し
、
居
住
機
能
や
都
市

機
能
の
立
地
を
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

防
災
性
と
居
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

❷
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

の
改
定
と
推
進

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
教
育
啓
発

特
定
事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

❸
住
宅
施
策
の
総
合
的
な
推
進

◦
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
住
ま
い
づ
く

り
の
実
現

　
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
住
生

活
の
安
定
の
確
保
お
よ
び
向
上
の
促
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

◦
空
き
家
等
対
策
の
推
進

　
空
き
家
所
有
者
と
活
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
空
き
家
等

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

◦
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
居
住
支
援

　
居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
し
、
民
間
賃
貸
住
宅

へ
の
円
滑
な
入
居
や
住
ま
い
の
見
守
り
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度

を
整
備
・
活
用
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
環
境

第4
　
持
続
可
能
で
快
適
な
交
通
環
境
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
の
交
通
混

雑
解
消
、
自
転
車
交
通
環
境
の
改
善
や
交
通
安

全
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

❶
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

◦
み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
の
抜
本
的
な
見
直
し

　
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と

併
せ
、
地
域
の
身
近
な
移
動
手
段
と
な
る
A
I

デ
マ
ン
ド
交
通
を
活
用
し
、
公
共
交
通
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

❷
自
転
車
交
通
環
境
の
整
備

◦
駅
周
辺
駐
輪
場
の
見
直
し

　
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
に
合
わ
せ
利
用
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
駐
輪
場
施
設
の
拡
充
や
利
用
形
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地
域
の
特
性
が

地
域
の
特
性
が

生
き
る
緑
豊
か
で

生
き
る
緑
豊
か
で

快
適
空
間
の
ま
ち

快
適
空
間
の
ま
ち

第❸部

生
命
と
暮
ら
し
を

生
命
と
暮
ら
し
を

守
る
防
災
・
減
災
・

守
る
防
災
・
減
災
・

安
全
安
心
の
ま
ち

安
全
安
心
の
ま
ち

第❹部

小学生向け防災講座


